
岡崎市消防団広報誌

子どもたちの笑顔のために！
地域のために消防団員が一丸となって活躍中！

2025年8月発行

子どもたちが笑顔で日常を過ごせるために活動をする消防団員は、

岡崎市を支える心強い戦士たち！！まさに「ヒーロー」！！

岡崎市消防団の活動を皆さんに広くお伝えするとともに、火災予防啓発を発信していきます。
今後も皆さんの期待に応えられるように消防団活動していきます。

編集発行：岡崎市消防本部総務課消防団係（0564-21-9866）



岡崎市消防団の１年間の消防団活動を紹介します！

月 行 事 名 等

４ 家康行列消防警備
消防団初任者・幹部研修

６ 消防団機関班養成講習
第18回消防団員震災・風水害研修

７ 第19回消防団安全運転実技研修
８ 岡崎城下家康公夏まつり（花火大会警備）
10 岡崎市地域総合防災訓練

11 秋の火災予防運動
消防団年間訓練効果確認会

12 歳末消防特別警戒

１ 岡崎市消防出初・観閲式
文化財火災防御訓練

２ 瀧山寺鬼祭り警備

３ 消防団ブロック別考案訓練
春の火災予防運動

− 消防団別企画訓練（令和7年度から開始した新規訓練）
※操法大会廃止に伴い、各消防団の計画による実践訓練

消防団員は地域のため、日夜、献身的に活動しています！！

※地域からの依頼を受け、防災訓練に参加し地域の方への指導や祭礼時の警備

なども行っています。



6月8日(日)に矢作川河川敷にて矢作消防団が消防団別企画訓練を実施しました！
無線機を使用し、的確な情報伝達を行うための技術を習得しました。
消火活動時に有効な放水をするために重要なホース延長訓練を実施し、ホース延長に必要な基本的
動作を確認しました。

消防団別企画訓練：無線取扱い・ホース延長訓練（矢作消防団）

6月15日(日)に消防本部にて機関班養成講習を実施しました！
この講習は、消防ポンプの構造及び基本的なポンプの取扱いを学ぶことにより、消防団員としての
知識、技術の向上を図り、災害活動に万全を期すこと目的とし、参加した消防団員は知識、技術を
習得しました。

機関班養成講習

6月12日(日)に消防本部にて震災・風水害研修を実施しました！
この研修は、な風水害に対応するため、震災・風水害に備えて消防団員一人一人が消防活動に必要
な知識を習得するとともに、適切な対応をすることにより地域防災活動の充実強化を図ること目的
に実施しました。

震災・風水害研修

消防団の行事、各種訓練、
各地域での消防団活動を紹介します‼



6月24日(火)に矢作西小学校にて矢作消防団が小学校４年生の児童を対象に消防団活動の説明会を
実施しました！
この説明会は、小学校４年生を対象とした授業で、防災教育及び消防団の地域活動への理解促進と
して開催いたしました。

消防団活動説明会（矢作消防団）

6月29日(日)及び7月6日（日）に東消防署本宿出張所にて山中消防団が消防団別企画訓練を全団
員を対象に実施しました！
消火栓の使用方法や、防火水槽からの吸水、放水訓練を行いました。

消防団別企画訓練：消火栓取扱い、放水訓練（山中消防団）

6月29日(日)に福岡学区市民ホームにて福岡消防団が救命講習会を開催しました！
この救命講習会は、入団歴が浅い消防団員及び過去に上級救命講習を受講したが忘れてしまった消
防団員に対し、消防団員として必要である救命技術を習得するため団長（応急手当普及員資格）が
自ら講師となり普通救命講習を行いました。

救命講習会（福岡消防団）



7月6日(日)に福岡学区市民ホームにて福岡消防団が学区防災訓練に参加しました！
ロープワーク体験、消火器取扱い訓練、簡易担架の作り方の説明、救命講習を実施し、消火器の取
扱いと初期消火の重要性を理解して頂きました。
今回の防災訓練を通じて、防災及び救命は一人ではできることは限られるため、自助、公助の大切
さを伝える事が出来ました。

防災訓練（福岡消防団）

7月6日(日)にキョウセイ交通大学にて安全運転実技研修を開催しました！
緊急出動時における安全運転の重要性を理解するために、実際に起こりうる危険状況を仮定した走
行体験及びサイレンを鳴らしての走行を体験しました。

安全運転実技研修

7月6日(日)に西本郷町公民館にて矢作消防団が火災予防の意識向上のため、防火講習会を開催しま
した！住宅火災予防のポイント（火災発生状況、発生原因と対策など）、住宅用火災警報器設置
（警報器の種類、役割、設置の有用性）、消火器取り扱い訓練、消防団活動説明（活動内容の紹介
と団員募集のお願い）を行いました。

防災講習会（矢作消防団）



「リチウムイオン電池」や
「充電タイプの小型家電」は

可燃ごみ 不燃ごみ プラスチック類

絶対に入れないで！！
全国のごみ収集車やごみ処理施設で

発火事故多発中

危険！
DANGER

１人の分別が間違っていると、

岡崎市のごみ処理全体に影響が及んでしまいます。

バッテリーが原因で火災にあったリサイクル工場
出典：(公財)日本容器包装リサイクル協会

『停止する可能性』
もあります。

最悪の場合、ごみ収集やごみ処理施設が

岡崎市のクリーンセンターでも火災がありました。

岡崎市環境部ごみ対策課 0564-23-6530

缶・びんの日（隔週１回）にリサイクル

ステーションの発火性危険ごみ黄色コンテナへ

－正しい分別方法－

ハンディ扇風機

モバイルバッテリー

電子タバコ

電池

ワイヤレスイヤホン 携帯ゲーム機

電池・充電タイプの小型家電
（手のひらサイズのもの）

手のひらサイズより
大きなものは拠点回収へ




